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★★★ （1）

　　ア　①　呼吸　　　②　光合成　　　　　イ　①　光合成　　　②　呼吸

★★★ （2） 生物Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄを、生産者、消費者、分解者に分類し、解答欄に記号で記入しなさい。

★★★★ （3）

　　ア　AもCも減少する　　　　　　　　　　イ　AもCも増加する　　　

　　ウ　Aは増加し、Cは減少する　　　　エ　Aは減少し、Cは増加する

★★ （4）

　下の図は、ある地域に生活する生物同士のつながりと、物質の流れを示したものである。各問いに答
えなさい。

図中の①、②の矢印は、生物Ａにおける何という生命活動による移動ですか。①、②の名称の組み合
わせとして、正しいものをアかイのどちらか選び、記号で答えなさい。

生物Ａ、B、C間のつり合いがとれているとき、何らかの原因で、Bの個体数が急激に減少したとすると、
AとCと個体数は一時的にどうなりますか。次のア～エからそれぞれ選び、記号で答えなさい。

自然界で生活している生物の間には、食べる・食べられるの関係がある。このつながりを何といいます
か。名称を答えなさい。

目標時間

15分

★・・・簡単 ★★・・・少し簡単 ★★★・・・標準 ★★★★・・・少し難しい ★★★★★・・・難しい ★★★★★★・・・かなり難しい

1.生物どうしのつながりと自然界を循環する物質

単元3 自然界のつながり

1

（1） （3）

生産者 消費者 分解者
（2） （4）

合計日付
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★★★ （1）

　　ア　空気中の酸素が入るのを防ぐため。

　　イ　空気中の二酸化炭素が入るのを防ぐため。

　　ウ　空気中の水蒸気が入るのを防ぐため。

　　エ　空気中の微生物が入るのを防ぐため。

★★★★ （2） 【4】の結果からわかる、土の中の微生物のはたらきは何か、簡潔に書きなさい。

★★★ （3）

　　ア　a　減る          b　増える            c　長い           

　　イ　a　減る          b　増える            c　短い           

　　ウ　a　増える       b　減る       　     c　長い           

　　エ　a　増える       b　減る      　      c　短い           　

★★★★ （4）

①　Ｅに当てはまる気体は何か、名称を書きなさい。

　　ア　ミミズ　　　イ　ケイソウ　　　　ウ　乳酸菌　　　エ　リス　　　オ　コナラ　　　カ　ミジンコ

自然界の生物どうしのかかわりについて調べるために、次の実験・調査を行った。次の各問いに答えな
さい。

②　Ａに当てはまる生物として適切なものを、ア～カから2つ選び、
記号で書きなさい。

【2】、【3】で、ペトリ皿にふたをする理由として適切なものを、ア～エから1つ選び、記号を書きなさい。

【1】　水を入れたビーカーに花だんの土を入れ、よくかき
　　混ぜてしばらく置き、［図1］のように上ずみ液を準備し
　　た。

【2】　0.1％デンプン溶液100ｍＬに、寒天粉末2ｇを入
　　れ、加熱して溶かした。これを[図2]のように滅菌した
　　ペトリ皿Ａ、Ｂに入れて培地をつくり、ふたをした。

次の文は、[図4]から考察したものである。文中の（　a　）～（　ｃ　）に当てはまる語句の組み合わせとし
て適切なものを、ア～エから1つ選び、記号で書きなさい。

自然の状態で、生物の数量は時間とともに変動している。食べる・食べられるという関係では、食べら
れる生物の数量が多いと、食べる生物の数量は（　a　）。食べられる生物の数量が少ないと食べる生
物の数量は（　ｂ　）。生物の数量はつねに変動しているものの、（　ｃ　）時間でみるとつり合いが保たれ
ている。

[図5]は、自然界の物質の循環を模式的に表したものであり、Ａ～Ｃ
は生産者、消費者、分解者のいずれか。Ｄ、Ｅは気体を示している。
①、②の問いに答えなさい。

【3】　[図3]のように、ペトリ皿Ａには煮沸して冷ました上
　　ずみ液を同量加え、ふたをして20～35℃の暗い場所
　　に置いた。

【4】　5日後、ペトリ皿Ａ、Ｂの培地の表面のようすを観察
　　した。また、ヨウ素液を加えて色の変化を調べた。
　　[表]は【4】の結果をまとめたものである。

Ⅲ　図書館に行き、ある地域のカンジキウサギとそれを
　食物にするオオヤマネコの個体数の変化を調べ、
　[図4]にまとめた。なお、個体数はこの地域の森林地帯
　で、当時、捕獲された毛皮の数から推定されたもので
　ある。

2

ペトリ皿Ａ
（上ずみ液）

ペトリ皿Ｂ
（煮沸して冷ました上ずみ液）

培地の表面のようす
かたまりや毛のようなものが

確認された。
変化なし

ヨウ素液による培地の色の変化
表面が青紫色に変化したが、
かたまりとその周辺では変化

は見られなかった。
表面全体が青紫色に変化した。
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図5
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★★★ （5）

★★★★ （6）

　Ａ　草食動物の数量が減る。

　Ｂ　植物の数量が増え、肉食動物の数量が減る。

　Ｃ　植物の数量が減り、肉食動物の数量が増える。

　ア　Ａ→Ｂ→Ｃ　　　　イ　Ａ→Ｃ→Ｂ　　　　ウ　Ｃ→Ａ→Ｂ　　　エ　Ｃ→Ｂ→Ａ

右の図は、つり合いのとれた状態の植物、草食動物、肉食動物の数
量（生物の量）の関係を模式的に表したものである。この生態系にお
いて、何らかの原因で草食動物が増えた後、つり合いのとれた状態
に戻るまでに起こるそれぞれの数量の変化について、次のＡ～Ｃを
変化が起こる順に並べたものとして適切なのは、下のア～エのうち
ではどれか。

ある環境の中で、そこに生きる生物と、生物どうしやその環境との関連性を1つのまとまりとしてとらえ
たものを何というか、書きなさい。

（1） （3）

（6）（4） （5）

（2）

① ②

小計
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